















































































































































































































階　　層 戸　数 牛　馬 同1戸あたり牛のある戸数 同比率
0 8戸 0頭 0　頭 0戸 0％
1石来満 29 1 0．03 1 3．4
1石～5石 36 16 0．44 16 44．4
5石～10石 20 21 1．！ 19 95．0
10石～15石 8 8 1．0 7 87．5
6（一r幽盾t4］ 1 2 2．0 1 100．0



















































































畑 新畑地 新開 合　計
?





















天明元（1781）122．2．0玉．8．1．4 9．5．2 4．8．015．5．8、6 9．7．24L3．25 L2．26．5 4．0 1．2．7．25、5
2（1782）12、2．5．51．9．6．9L3．3．G4，8．o｝5．7，G，7 1．G．1．28 2．G．22｝．G．7 4．o 玉．3．6．27
4（ユ784）13、9．3．6工，9．1，5 1．0．5．2 7．5．2工7．4，5，51．0．8．25 2．G．5 L2．17 6．12L4．7．29
6（1786）16．9．3．62．0．5．｝ 1．0．5．2 7、5．217．7，9，11．0．9．28 2．1．261．2．O 6」2L5．0．6
7（1787）9．5．5．7 1．6．3．5 ．926、3．212．4．6，6 7．5．27 1．5．10 7．75」21．G．3．26
寛政元（ユ789）9．5．5，7 1．7．8．9 5．7．2 6．3．2王2 4．2．8 7．6．1 2．0．7 7．7 5．121．O，8．27
3（ユ791）9、5．5，7 1．7．8．95．926．3．212．5．7，0 7．5．272．0．ア 7．17 6」21．1．0．3
5（1793）7，6．8．73．2．1．5 6．2．3 6，3．212 三．5，7 6．2．22 2．9．29．58．12 5．121．O，6．15．5
6（1794）7、6．8，7 3．3．D，5 6．2．3 6．3．212 4，4，7 6．2．223．5．14，5 8．20 5．121，12．8，5
7（ユ795）12，8．2．53．3．6．7 6．2．3 6，3．217，4．4，7 1．0．0、273．6．13．5 8．18 5．121．5．1．10．5
9（1797）12、8．2．73．5．O．4 6．2．3 6．3．217、5．8．61．0．1．27 3．7．11．5 8．18 5．121．5．3．8．5
享和3（1803）15．2．8．74．3．5，6 8，6．76，3．221，1，4．4 1．1．6．174．6．27．5 1，0．245ユ21．7．9．20．5
文化元（1804）13．1．6．74．3．9．4 8．9．16．3219．0、8．41．0，2，22 4，722．5Ll．3 5．121．6．6．29．5
3（1806）19．4．4．94．7、4．7L5．6．86．3．226．3．9．71．5．6．22．5 5，0，IO．5 1．8．175．122．3．1．2
4（1807）19．4．6．34．4，4，7 1．9、O、8 6．3．226．7．5．01．5．72 5、1，IO．5 2．0．27 5．122．3．4．21．5
6（1809）28．3．5．64．6．9．3 5．3．3．6 6．3．239．O．1．73，1．5．4 5．2．22，5．D．2 5．124．2．3．玉O．5
7（18ユ0）34．0．9．24，6．9．3 5，2．2．8 6、3．244．6．4．52．4．7．8 4．7．王9 4，7．0 5．123、4，7，9
8（1811＞33．8．6．04，6．9．9 5．2．2．8 6．3．244，4．1．9 2．4．8．27，55．2．2．5 4．7．0 5．123．5．3．12
9（1812＞31．4．0．74．3，5．6 5．8．2．0 6．3．2422．1．52．2．8．5 4．8．3．54．7．盟 5．123．2，8ユ4．5
天保9（1838）49．1，7．1 10．0．1．4 59．L8．5，3．5．9．28 9．6．24，5 4．5．6．22，5




















3（1820）53．4．4．913，8．5、3 13．0．O，90．3，9．6 3．4．7．8 5．O，2．3 89．2．O．8
4（1821）54．8．9．714．0．7．4 14，5．5．1O 3，9．6 3．4，7．8 5．O．2．3 92．4，1．9
































































































年代 享保10年天明元年 天明6年 寛政9年 文化7年 天保9年 嘉永2年文政元年 天保12年
区分 （1725＞ （1781年（1786） （1797＞（1810） （1838） （1849） （1818） （1841）
無　　古nい　　1【可 8 17
1石以下 28② 44（1① 37（2｝ 44（2＞ 50（12） 40（2） 31（8＞ 31 25
1～5 41 55（3） 56（2） 44（1） 39（5）30 40（4） 34 30
5～10 23 16 19 24 21 10（1） 10 20 12
10－15 4 6 6 5 6 8 8 8 5
15～20 1 3 2 1 1（1） 2 4 0 2
20石以上 1 0 0 1（1） 1 1 1 1 1





















































他　　村 18．4．7．317．1．3．435．6．0．751．9 48．1 15







































































































「一一一一一　　一k禽≦嵩「幽一一『『 　　 1伊井氏女　1L一一一一一一ト 　　　　i
@　＿」一一「＿＿L＿　　　コ
?@蘭Q敬猛）［＿＿＿＿」
。姦，］i 津田細葉
ﾉ井氏女
「
。乱，］i 蟻　　　　（tw）
註1＞文政12年「徳山敬猛君墓碑」（N・3188）より作成．ただし点線，点線わく内は
　　文化4年「家内善悪浮証記j（N・612）による．
　2）　（）内は諌，丸かっこの数字は始祖からの当主代数．
　3）〔コは男，○は女．
このとき敬猛は5才，利左衛門は23才で，18才ちがいという年令差の小さい
父子になったのである。そのことも加わっての両者間には確執があったので
あろうか，父を「平素我侭成もの」といっているあたりにそのようなものを
感ずるのである。
　このようにして利左衛門の養子となった周蔵について，「墓碑銘」はつぎの
ように述べている。
　敬猛幼而嗣．家，事＿父母＿孝，克勤＿干農＿，克倹＿干家一買＿田疇山林許多＿．性悪＿
　薯華＿，而好二施予＿，聞二人之窮一一．t無二親疎＿憧レ之．県サ早川重田山田二君嘗二聞レ之＿，
　各有二褒賞＿一文政初本村入二津山候封内＿，擢為二里長＿，因レ例進級其余善行美事不レ可二
　勝レ計＿．農隙好＿和歌俳諾＿，臨終而禽＿身後之事＿，授＿遺訓歌一首干子孫＿，悠然而
　瞑．時文政十年丁亥十二月廿九日也．享年六十六．
　ここにも多くの検討すべきことがある。まず農に励んだとあることについ
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ごママ　てであるが，しかし三二は「生来蒲柳の質にして親ら黎鋤を執らずとも錐も農
　　　　　　　　　　　　　　　　　⑫3）業に精しく弓田卑をして精励之に当らしむ」といわれていて，身体強壮とはい
いがたかった。先の『家内善悪浮讃記』にも「旦又私病身長く相ロ…」とあ
る。この点について述べているものに，「幸作一代有増」（No．917）なる一文
書がある。そこには，利左衛門の養子となったこと，9才より千間中原の江
川三右衛門へ通い，友人は文三郎，勇吉等々であること，13才から農業を少
しずつならったこと，17才の正月より病身になったこと，19才のとき実父，
兄，妹，翌年には姉が死去したこと，「此ま・にてハ蓮も農事勤かたし，当家
ハ友左衛門ナレハ相続すへし」と思ったこと，そして「此ま・埋り世をすて
ん事の□□口なれハ出家二ならんと思立千万慮を尽して其旨延助喜兵衛へ
頼」んだこと，「養父二内談致候処当惑」したこと，等々が述べられててい
る。このように出家を思いたつような病弱で，世をはかなむ気分でいたよう
である。
　上にみた9才より千三中原の江川□右衛門に通ったとは手習に行ったこと
を述べているものと思われるが，そのような素養のうえにこのように病身で
あったことと，年令差の小さい父が健在であったことが，周蔵をして相対的
に農業生産への従事を小さくし，いっそう読書に向わしめたものと思われる。
この徳山家文書には三つの年度の図書目録が残されている。すなわち，「安政
六下年書物改」（N・．1257），元治2（1865）年の「書目録」（N・．3184）と明
治初期の『書目緑』乾・坤（No．1432）であるが，いずれも蔵書を分類して
記している。例えば元治2年の蔵書目録にはその蔵書をイ印からワ印までの
13部門に分類して記載しているが，イ印経書，ロ印〔漢書〕，ハ印歌書，二
印佛書，ホ印心学調本類，等々というように，その蔵書は多岐の分野にわた
っている。これらのなかには敬猛の『農業子孫養育草』の執筆に際しての依
拠文献となった『農業全書』11冊，『久世條教』がふくまれているのであって，
（23）永山卯三郎『早川代官』（1929年）789ページ。
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敬猛死後38年のものではあるが，その蔵書の多くは口恥時代に蒐集されたも
のであろう。墓碑銘に「農隙好一和歌眼下一とある歌人俳人でもあった。
　　　　　　　　　　　　　　　一　（24）
碧江亭覧柳が俳名であったという。
　このような知識人的文人的な敬猛の形成には，生家である本名家の祖父七
左衛門（清延）の影響が大きかったように思われる。本名家は真島郡種村の
　　　　　　　　　ら　　　㈱庄屋役を勤める家柄であり，「墓碑銘」によると，曽祖父利兵衛（継嗣）の
妻は本名家からであり，その利兵衛の娘が本名七左衛門の妻となっていると
いう，徳山家と深い関係にある縁続きの家である（先の第4図参照）。この
七左衛門は儒学を中心とした勉学をつんだものと思われ，『稚子遺教抄』とい
う書物を著している。これは『農業子孫養育草』の自序に記されているごと
く勤倹約を説いた家訓であるといえるが，敬猛はこの書を熟読信撤している。
そしてこの本名の祖父七左衛門を終生畏敬している。先に幸助が死去した後，
その養子であった周蔵が幸助の弟利左衛門の養子となるについては，この本名
七左衛門が利左衛門の父平右衛門夫婦の意向を利左衛門に伝えていることを
みたが，七左衛門はそもそもこの徳山家からの信望の厚い人物であったよう
である。
　ところで，この知識人としての寒心は，当時郷中に広く知られていたもの
と思われる。その当時この上徳山村は幕府領で久世代官所の所轄下にあった
が，敬猛は代官早川八郎左衛門正紀によって創設された郷校典学館の世話掛
に任命されている。早川正紀は天明7（1787年）に出羽尾花沢の代官から久
世代官となり，やがて笠岡代官を兼帯，享和元（1801）年5月に武蔵の久喜
10万石の代官に転出するまでの14年間，久世または笠岡の代官所にあって53
～7万石の天領を治めた。管内農村を親しく巡回して，経済的精神的に荒廃
した状況の復興につとめた。倹約の奨励，赤子間引きを厳禁した。典学館は
（24）二若蕗花「徳山覧柳について」『広報川上』。40号　1975年6月20日。
（25）第6表依拠史料No．51に種村「時ノ圧屋本名七左衛門」とある。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e6）この早川正紀によって寛政8（1796）年に久世に設立されたものである。こ
こには出講，都講補，世話役，世話掛がおかれたが，周蔵は三坂村岩右衛門，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　bln樫村東谷藤左衛門とともにこの世話掛に任命されたのである。世話掛とは「管
内各村とも徳望あるもの一人以上挙げて，教諭係又教諭世話とし，風紀の維
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛28）持に努め農桑の奨励に当らしむ，というものであった。ときに寛政11（1799）
年で周蔵40才であった。しかしそれより以前，寛政6年に「十一日書記通言登
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tz9｝土金之伝を書して徳山周蔵に与ふ」とあり，周蔵は早くから早川正紀の知遇
を得ていたのである。曽祖父利兵衛（敬嗣）の時代からの庄屋役に加えて，
この「村内並隣村教諭」を任命されるが，敬猛はこの任務を篤実に行なって
いる。「寛政十三年酉正月上徳山村御百姓中御役人中」を日付，宛先とする
「村中休日減少発起井熟読之事」（No．3862）という周蔵の文書がある。内容
は，此辺の村々休日年々に多くなり，おのずと農業に支障をきたしてきてい
るので，休日を減少しよう，というものであるが，「村内井隣村教諭」に任命
されるや，いち早く早川正紀の意向にそった提案を村民にしていることが示
されている。興味深いのはその日付である。学館世話掛辞令は「享和元年正
　　　　　　　（30）
月七日」である。ところがこの享和元年は寛政13年が2月に改元されてそうな
るのであり，したがって「享和元年正月七日」付の辞令は実際には同年2月
に寛政13年が享和元年にかわった後に，正月7日にさかのぼって発令された
ものであろう。他方，周蔵が出した「村中休日減少発起井熟読之事」は「寛
政十三年酉正月」の日付であるが，これは2月以降に正式の辞令が1月7日
にさかのぼって発令される前に，いわば内示の段階で農民への督励が行なわ
れているのであり，その熱誠ぶりを窺うことができるものといえよう。『農業
（26）　『岡山県百科辞典』（1980年）
（27）⑳と同一書，216ページ。
（28）同上　219ページ。
（29）同上　800ページ。
（30）同上　220ページ。
，529～530ページの「早川正紀！を参照。
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子孫養育草』のなかに「我等壮年の頃思へて此山中にて農事を営，いかに精
力を尽すといへ共立身日成かたしとふと迷ひしか，四十年頃より本心に立か
へり，能追思ヘハ，此谷筋ハ至て暮よき所なり。別て当村ハ農事第一の肥料
沢山二て竹木有，水旱の難稀也。…」という叙述があった。いわば向都志向
の，やや逃避的な気持からの転換が40才頃からといっている。10代後半から
の病弱状況からきり抜け，又年令の近い父利左衛門にかわって家の中心とな
ってくることがその要因と考えられるが，「村内井隣村教諭」任命が40才のと
こレ　ば　　レ　　ウ　　ロゆ　　カ　　　レ　み　　ヒ　　ワ　　ロ　　　　リ　ハセしユムエみ　ノィロ　ヘ　　ド　ほコザバ　　ロ　　ル　　み　みゴエ　る　ヒ　　あ　　　　　レ　　ユ　　ハさ　CめQ一ζ窓百Kも）（t，　L．（／ノ字Xtinu狂DIゴ：　’p’p刀り司威く／ノフYさ忽皐云機ζ！9つ1こもVノ
と思われる。なお「墓碑銘」には「文政初年本村入一津山候封内＿，摺為一里
長＿，」とあったが，文政2年に周蔵は中庄屋に任命されていて，この頃農
民支配機構の末端にいっそう深くくみ込まれていったといえよう。
　「墓碑銘」には臨終に遺訓歌一首を子孫に授けたとあったが，その辞世の
　　　　ウミ ノコ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ナリノロヒ歌は，「子孫の八十つ・きまて朝夕にゆめ生業の道は忘れそ」というもので
　　　（31）
あった。この辞世には教諭宜伝文なるものがついているが，それはつぎのよ
うなものである。
　カネモウカルの薬方
　倹約，堪忍，家業，出精，正直，知足，実義，此の七味をだいにして柔知，謙遜，気量，
　発明，此の四味の加味に慈悲一片入れて，煎やうは常の人の人たる道を守りよく呑込て
　腹に治め常に用ひて万病を治す也。
　カネナウナルの薬
　美食，色欲，遊芸，遊所，薯，僑上，名聞，我慢，勝負，相場，喧嘩，殺生好，口論，
　不忠，不孝，家内不和合，諌言嫌，気随，身勝手，不実情，四壁，無慈悲，妊倭，不敬，
　残虐，虚言，詔諌。此の二十七味を常に酒ひたしにし本しやうがなきを一片入れ，無分
　別と不養生短期無法情弱不算用の六味を加味し煎やうハ常々朝寝昼寝家業不精を一ぱひ
　にして用るゆゑ，一味なめた所でも口あたりよく気をはらし面白く前後を忘れ楽なやう
　に覚るゆゑ人にも勧め是を呑ませともによいこひ重みてるる内に隔り・しり・と薬毒か
（31）同上　789ページ。
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めくり節季々々にしみわたり大病必死難治の症となり身体くたけてぐわたぐわたと分散
滅却する時に至り此薬に毒せられ名に違わぬカネナウナルの毒をしりなげきくやめども
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（32）
さらに甲斐なし，よくよく恐れ慎しむべし。
勤倹節約，家産保持の思いがこめられているのであるρ
4　むすびにかえて
　以上にお』いて徳山敬語著『農業子孫養育草』なる一農書の農書としての成
立の諸条件＝＝背景を検討してきた。これまでの二つの論稿においてその手が
かりを摘出してきた本書の農書としての構成上の特徴をあきらかにし，それ
を本稿でみた成立の背景との関連で検討することによって，本農書の成立過
程の特質をあきらかにすること，これが本農書をめぐる今後の課題となるの
　　　（33）
である。
〔附記〕
　岡山大学附属図書館所蔵の徳山家文書の利用にあたっては，川上村史編纂委員でもあ
った同図書館古文献担当専門調査員中野美智子氏の御協力をいただいた。同家文書の解
読等にあたっては中野氏，倉地克直氏（本学文学部日本史研究室），在間宜久氏（岡山県
史編纂室）はじめ少なからぬ方々からの御助力をいただいた。また，筆者は，昨年8月
半川上村史編纂委員であった森元辰昭氏（清心女子高校）に御案内いただいて川上村を
おとずれ，現地踏査を行なったが，徳山敬猛家の現当主徳山高之氏，石賀清教家の現当
主石賀元恭氏より，『農業子孫養育草控』（文政9年），『農業子孫養育草控』（文政7年）
にかかわる遺品，遺跡を多く見せていただき，また貴重なお話をうかがうことができ
た。この調査には川上村助役佐藤守口（現村長）からお力ぞえをいただいた。以上，こ
こに記して謝意を表する次第である。
（32）同上。
（33）拙稿「近世一農書の成立」葉山禎作・阿部正昭・中安定子編『伝統的経済社会の歴
　史的展開』一古島敏雄先生古希記念論文集一上巻（日本編）1983年　時潮社，所収，
　は，この点についての検討を行なったものである。本稿もこの論稿の準備作業のひと
　っであり，同稿は本稿での検討をもふまえて作成されている。
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